
菌細目司併租僻）
戒厳へのとりく叶を

三て子7くヰ象モ二二一三、
品、雛でl手持晶久や再萄各γすかプ鮨

竹錦軌も扉こ閑も車。竹≠絡ぐ、

っ＜1rこ明日よ・℃てモスナ妊斬舶モ

どう7号噂如。弘幸血し叫線す綿

棒と相即棚隼　半か鼠「七（緋

か如泳動卿㈲明け緑井

降の印も付し虹、」と声音かプ甜二・

般鳳序如み醇エ】しこ入碍ヒ訊LtL巾

のてら（輯湖㈹齢騨融煉、吋3ユと化

よく書小町こ，）　　　　　　呼1

吾桝こう～聖や揖・瑚≠1t‥鯉彗．、抽　　′ナ・．‖＿JL　　　＿

邑意蓮よりに聯卸せ鮎す澤盲・カ

1
帝
粗
露
草
嘗
L
r
席
通
的
靂
留
り
笈
手
回
骨
探
〈
凍
翠
と
嘗
⑧

良

基

で

（

奮

名
兜
で
脚
熟
一
定
っ
て
い
る
「
攣

繁
務
を
て
管
指
い
L
r
財

産
七
芳
レ
お
さ
え
麗
管
八
て
い
j

奥
賂
茎
と
り
上
げ
7
噴
何
で
し
ま

し
ト
。
制
原
の
静
定
時
を
榊
＜

者
儀
が
八
号
く
箆
レ
、
懲

解
や
悲
替
儒
轟
八
℃
卯

∧
せ
孝
望
轟
、
ピ
ー
ク

時
晶
7
角
が
・
ケ
今
直
す
円

に
半
裁
し
て
い
ま
で
　
ノ
舟
で

奮
敦
轟
レ
、
際
教

を
へ
た
算
・
賃
鮒

宮
路
α
一
八
易
食
り
垂
功
一
ヲ
才

芸

か

う

．

捌

毘

ヲ

畳

く
瑠
っ
て
い
ま
二
￥
モ
吊
レ
、
「

盈
旛
好
し
1
革
の
級

奉
的
絹
代
が
き
て
わ
だ
ま

1

、

〇

客
巨
た
っ
ト
驚
、
加
入

弟
の
象
弦
食
い
よ
っ
て

感
轟
恩
し
．
炉
雪
乙
と
、
蒋

ド
慶
は
洩
解
の
裂
が
ほ
ぼ

半
数
と
才
ノ
二
八
あ
た
′
り
毎
号

哲
箸
1
内
、
宅
肉
牛

均
質
智
慧
も
ヒ
墓
場

い
こ
と
、
愚
書
巨
戯

r
八
号
り
訪
附
硯
H
L
愛
小
確

聾
乳
し
く
腐
管
顔
粗

製
は
、
食
鬼
平
鞠
の
錯
節
晶

で

も

高

覧

が

雷

撃

官
く
な
っ
て
い
五
℃
し
て
、
簸

巧
た
劫
ほ
．
今
湖
上
の
勢
q

琴
春
着
督
励
考

慮
巨
財
レ
て
、
払
き
巌
亨
、
財

政
誓
う
亀
曹
レ
て
い
く

こ
と
を
質
し
ま
し
た
．

担
適
作
差
し
押
発
ち
等
し

盛
は
、
「
尊
信
堀
簡

保
し
て
い
な
い
若
し
と
、
・
使

慮
纂
委
し
ト
。

（
要
言
⑥
蟄
首

置
曾
皇
軍
軍
ヒ
ソ
え
び

目
鼻
ビ
ス
を
ゴ
誓
言


